


























































































































近代人口学の祖ともいえるマルサス（Thomas Robert Malthus 1766-1834）の










ルプレー（Frédéric Le Play 1806-1882）が『フランスの社会改革（La Réforme























































































1932）の『人口問題論、人口減少の原因と帰結 « La Question de la population :
dénatalité, cause et conséquences »』を聴いている(13)。
かつて植民地拡大を進めた（1880 年 9 月 23 日から 1881 年 11 月 10 日と































































































































































（北アフリカ出身 50 ％、25% インドシナ、残りの大部分が中国）の労働者が
植民地などから連れてこられた(20)。戦前から近隣の国から集めていた移民も戦
後、復興を予想した政府が各国と協定を締結することにより引き続き流入し、


















































































































































































(  1) 『フランスの測定』が出版された翌年 1923 年 1 月 31 日付のジュルナル・
ド・デバ紙に新古典主義派の作家ジャン・ド・ピエールフーの手による辛辣な書
評が発表された。これは『フランスの測定』の晦渋な文体を象徴主義の悪影響と
扱下ろしたものだが、すぐさまドリュは 2 月 10 日付のヌーヴェル・リテレール
紙に反論を発表する。これがまたピエールフーの反論を呼び、ドリュの再反論が
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